
 

 

 

 

「はじまりは愛着から〜人を信じ、自分を信じる子どもに〜」 

「子どもの世界をどうみるか」 

「抱きしめてあげて〜育てなおしの子育て〜」 

「人生に必要な知恵はすべて幼稚園の砂場で学んだ」 

「意味が躍動する生とは何か〜遊ぶ子どもの人間学〜」 

「保育から世界が変わる」 

「教えから学びへ〜教育にとって一番大切なこと〜」 

 

ご存知の方もいらっしゃると思いますが、これらは本の題名です。 

スタッフミーティングで読んだもの、題名だけ知ってなんだか読んだような気になっているも

の、読み途中のもの…どれをとっても幼児期の大切さが感じられる題名です。 

 

 ぴっぴで出会うどんぐりからおおくりのみんな。どんぐりの可愛さ、まつぼっくりの可愛さ、

くりの可愛さ、おおくりの可愛さ、、学年で括ってしまったけど、括りきれないひとりひとり 

それぞれの可愛さ、素敵さ。たいへんなことも困ったこともあるかもしれないけど、大きく変

化する大変さだったり、成長する木のような存在を自分の都合や意識だけで囲おうとするから

の困ることもあるのかも… 

 

 わが家の上の子（うた・高 3）がぴっぴのくりかおおくりの時、わたしの余裕のなさは自分

でなんとかしてくれ、と気付かされたことがありました。子どもも自分を生きている、頭では

わかっていると思っていることなのに、自分に付属する人のように思っていたかもと、強烈に

腹落ちさせられた感覚が忘れられません。何を言われたとかは覚えてないけれど、余裕のなさ

を押し付けていた、余裕がなくてもこれくらい（わたしの中の余裕のイメージ）は、つくらな

いと！と。 

 わが家の下の子（さく・高 1）が小学生のとき、怖いと思う先生がいて、ある日、どうして

怖いかわかった、とおしえてくれました。怒る時に、物を落としたり、大きな音を出しながら

怒ると言うのです。それは怖い！それから数ヶ月か一年くらい後、今度は、その先生が怒るの

もわかる気がする、とおしえてくれました。毎日毎日同じことを注意されているクラスの友だ

ちがいて、怒りたくなる気持ちにもなるかも、でもその怒り方はやだけどね！と。その後、  

先生のことを少し理解できるようになった子どもたちによってかはわかりませんが、クラスみ

んな先生と仲良くなって、その変化は嬉しいものでした。 

 さくが中 2 くらいのある日に出た一言は「（先生が）怒っちゃうんだよなぁ…」でした。   

怒るという感情が湧くこともわかりながら、でも怒っても大事なことは伝わらないというか、

怒っていることは伝わるけど、そこではないんだよなぁ、のような。。（感情的な怒る、ではな

No12. 2026. 2. 27 

お知らせ版 



い伝え方や、本当に誰かを想う叱る、ができたらなぁとむずかしさも感じながら。怒ることが

単によくないということではなくて…） 

 子どもって、すごくよくみてる。感じてる。大人が子どもをどう捉えているか、どこまで子

どもだと思って子どもだということに甘えているか（もはや子どもとか大人ではなく、人間同

士）…そうじゃない大人もたくさんいると思いますが、自分自身、可愛い可愛いと思う視点の

先に、その奥底を感じたい、見つめる自分でいたいと願います。 

 

 振り返ったらあっという間の幼児期、本を読んでどんなにあの頃のわが子たちを想っても、

もう彼らは高校生。それでもまだまだやわらかい部分はたくさんなので、気づいたことはでき

るはず！気づいたときが吉日！そしてなんといっても、今まさに幼児期のぴっぴのみんなが目

の前に！ふにゃふにゃのやわらかい、どんな形も作ることのできる流したてのセメントのよう

な心の土台が、固まってしまうときが来ることを、やわらかい時期がいつまで続くかはわから

ないと大切にしたい。日々の変化をおもしろがって、自分ひとりじゃなく、そこにいる人たち

とみんなで感じ、考えながら、今を生きたいです。               ：はるこ 

 

 

 

 

                            2026.1 月〜2 月 

                             （敬称略） 

 

【デザートはホットかき氷！？】 

・まつぼっくりのお料理話し合いで、デザートは「ホットかき氷」になりました。どういうこ

とかと言いますと…なかなか集まりに気が向かない伝。やっと来たけれど、切り株に座りませ

ん。スタッフ「くりおおくりさんが、あったかいうどんって決めてくれたんだって。まつぼっ

くりさんたちに、あったか〜いデザートを話合って欲しいって言われているんだけど、どうす

る〜？」の投げかけに、座らない伝「かき氷」とだけ言い残して、離れた場所へ…。 

みんな「かき氷、いいねー！」と言っています。“アブナイ！このままだとかき氷になっちゃ

う！”とスタッフ「くり、おおくりさん、あったかーいデザートを考えてって、言っていたんだ

けど、かき氷になったよ〜って言ったら、どう思うかなぁ〜」、冬陽「さむー！って言うんじゃ

ない」、くらら「冷たいでしょ〜」、茉奈「寒くてやだよねー」、スタッフ「そうか〜。さむいー

って、お腹痛くなっちゃうかも！？」彩葉「じゃあさ、あったかくしたらいいんじゃない？」、

恵理紗「お湯、かけたら？」、スタッフ「おお！あったかいかき氷！？ホットだね〜」、恵理紗

「氷なら、お水置いとけばできるよね〜」、ひか梨「泥になった氷は嫌でしょ！？」、恵理紗「泥

のない氷！」伝は遠くで話に耳を傾けながらニヤニヤしています。スタッフ「伝〜、みんなで

一生懸命話し合いしているから、伝にもここに居て欲しいんですけどー」と声はかけてみます

が伝は来ません。かき氷の味を「桃」にして、フルーツやマシュマロもトッピングする運びと

なりました。決まった！と思ったら、ひか梨「ホットケーキ作る！」との発言！！その案はま



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


